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部会の目的は，わたしたちが進んで行動し
てこそ，すなわち進んで変わろうとしてこ
そ達せられるのです。

数十年前に，わたしはビショップとして
奉仕していました。そして，長い期間にわ
たって，自分より何歳も年上の，ワードの
一人の男性と会い続けました。この兄弟
は妻との関係に問題があり，また子供たち
と疎遠になっていました。彼は仕事を続
けようと懸命に努力しました。親しい友達
はいませんでした。ワードの会員との交流
が非常に難しいことを知り，彼は結局教会
で奉仕する気持ちを失いました。彼の人
生における様々な困難について真剣に語
り合っていたとき，彼はわたしの方に身を
乗り出し，度重なる話し合いの最後の言葉
として，こう言ったのです。「ビショップ，
わたしは短気なんです。わたしはそういう
人間なんですよ。」

その言葉は，その晩わたしに衝撃を与
え，以来ずっとわたしの脳裏を離れませ
ん。この人がひとたび決め込んだら，わた
したちの誰もが「わたしはそういう人間な
んだ」とひとたび決めつけたら，自分の変
わる力を放棄したことになります。白旗を
掲げ，武器を捨て，敗北を認め，まさに降
伏したのも同然で，勝利の可能性を失って
しまいます。中にはそれは自分のことでは
ないと考える人がいるでしょうが，恐らく
全ての人が，「わたしはそういう人間なん
だ」という，少なくとも一つや二つの悪い
癖があります。

さて，わたしたちがこの神権部会に集っ
ているのは，人は将来，現在の自分とは違
う人になることができるからなのです。わ
たしたちはイエス・キリストの御

み

名
な

によっ
て今夜ここに集っています。イエス・キリ
ストの贖

しょく

罪
ざい

はわたしたち一人一人に，自分
の弱さ，欠点，常用癖が何であろうと，変
わる力を与えてくれるという確信を持って
わたしたちは集っています。自分の過去が
どうであれ，将来はもっと良くなるという
希望を持って集っているのです。

わたしたちが変わろうとして「誠意」を

われるようになり，わたしたちは集会の模
様を見聞きできるようになりました。わた
したちはその技術に驚嘆したものです。
スマートフォンやタブレット，コンピュー
ターでインターネットにアクセスする人が誰
でもこの集会のメッセージを受け取ること
ができる，今

こん

日
にち

の世界を想像できた人は
ほとんどいなかったでしょう。

しかし，主御自身の声と同じである主の
僕

しもべ

たちの声を（教義と聖約 1：38 参照），
このように非常に容易に聴けるようになっ
たことは，わたしたちが進んでその言葉を
受け入れて（教義と聖約 11：21 参照），そ
れに従わない限り，ほとんど価値がありま
せん。簡単に言えば，総大会とこの神権
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わたしたちは世界的規模のこの集
会を思い浮かべるとき，この集
まりに匹敵するものはどこにも

ないことに気づきます。総大会の神権部
会の目的は，わたしたちがどのような人物
であるべきかを神 権 者に 教 えること

（3 ニーファイ 27：27 参照），そしてその
理想に到達するよう鼓舞することです。

わたしが半世紀前にハワイでアロン神
権者だったとき，またイギリスで宣教師
だったとき，わたしたちは集会所に集まり，
電話回線を通じて届く神権部会の話を

（懸命に努力して）聴いたものです。その
後，指定を受けた教会の建物に巨大な受
信用アンテナが備えられて衛星放送が行

どのような人物で
あるべきか
わたしたちはなるべき人物になるために何を変える必要があるで
しょうか。
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もってこの会に参加するとき（モロナイ
10：4），御

み

霊
たま

はわたしたちの心と思いに
十分に働きかけてくださいます。主は預言
者ジョセフ・スミスに，「彼らが……わた
しを信じる信仰を働かせるならば」と啓
示を与えられました。信仰が力と行動の原
則であることを思い出してください。主は
こう告げられました。「わたしは，彼らが
集まる日にわたしの御霊を注ごう。」（教義
と聖約 44：2）それが今夜なのです。

皆さんが自分の問題は克服できないと
思うならば，わたしたちが 2006 年にイン
ドのハイデラバードの外れにある小さな村
で出会った一人の男性についてお話ししま
しょう。この人は変わる意欲を模範で示し
ました。アッパ・ラオ・ヌルはインドのい
なかで生まれました。彼は 3 歳のときにポ
リオにかかり，不自由な体になりました。

社会は彼に，彼の可能性はひどく制限され
ると教えました。しかし，彼はヤングアダ
ルトのときに，宣教師に出会いました。宣
教師は彼に，この世と来るべき永遠の世
の両方におけるさらに大いなる可能性につ
いて教えました。彼はバプテスマを受け，
教会員に確認されました。彼はきわめて
大きな展望を持つようになり，メルキゼデ
ク神権を受けて専任宣教師として奉仕す
るという目標を定 めました。 そして，
1986 年に長老に聖任され，インドで奉仕
するように召されたのです。歩くことは容
易ではありませんでした。最善を尽くして
杖
つえ

を 2 本使うようにしましたが，度々転び
ました。しかし，やめるということは選択
肢にはありませんでした。立派に献身的
に伝道すると決意したのです。そして，成
し遂げました。

わたしたちがヌル兄弟に会ったのは，彼
の伝道からおよそ 20 年後のことで，彼は
わたしたちを明るく出迎えてくれました。
それは，道路が途切れた所からでこぼこ
の砂利道を下った先にある，彼が妻と 3 人
の子供と一緒に住んでいた 2 部屋のある
家でした。猛烈に暑く，不快な日でした。
彼はまだ歩くのが非常に困難でしたが，自

じ

己
こ

憐
れん

憫
びん

はありませんでした。彼は地道に
努力を重ねて教師になり，村の子供たちが
学校教育を受けられるようにしていまし
た。わたしたちが彼の質素な住まいに入
ると，彼はすぐにわたしを部屋の隅に連れ
て行き，一つの箱を取り出しました。それ
には彼にとって最も大切な物が入っていま
した。彼はわたしに 1 枚の紙を見てほし
かったのです。それにはこう書かれていま
した。「勇敢で幸せな宣教師，ヌル長老
に，幸せと祝福がありますように。〔日付〕
1987 年 6 月 25 日，〔署 名〕ボ イド・K・
パッカー」 パッカー長老は，インドを訪れ
て宣教師たちに話をしたそのときに，ヌル
長老に彼の可能性を確認したのです。要
するに，2006 年のその日にヌル兄弟がわ
たしに告げたのは，福音が彼を永遠に変
えたということでした。

ヌル家族へのこの訪問には，伝道部会
長が同行しました。彼はそこでヌル兄弟と
その妻と子供たちを面接しました。両親
が自身のエンダウメントと結び固め，そし
て子供たちが両親との結び固めを受ける
ためでした。わたしたちはまた，これらの
儀式のために中国香

ホン

港
コン

神殿に旅をする準
備が整えられていることをその家族に話し
ました。彼らは長く待ちわびた夢がかなう
ということで喜びの涙を流しました。

神の神権を持つ者には何が期待されて
いるでしょうか。わたしたちはなるべき人
物になるために何を変える必要があるで
しょうか。 3 つのことを提案します。

1.	神権を持つ者たるべき人になる必要が
あります。アロン神権を持つ若い男性
であれ，メルキゼデク神権を持つ男性
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であれ，神権を持つにふさわしい人で
あって霊的に成熟していることを示す
必要があります。聖約を交わしている
からです。パウロは言っています。「わ
たしたちが幼な子であった時には，幼
な子らしく語り，幼な子らしく感じ，ま
た，幼な子らしく考えていた。しかし，
おとなとなった今は，幼な子らしいこと
を捨ててしまった。」（1コリント13：
11）わたしたちは神権を持っているの
で，他の人とは違っていなければなりま
せん。傲

ごう

慢
まん

，高慢，横柄ではなく，謙
けん

遜
そん

，素直，柔和でなければなりません。
神権とその様々な職を受けることは，わ
たしたちにとって意味のあることでな
ければなりません。それは特定の年齢
になったら機械的に行われる形だけの

「通過儀礼」ではなく，思慮深く交わさ
れる神聖な聖約の行為でなければなり
ません。わたしたちはあらゆる行動で
それを示せることを大きな特権と感じ，
深く感謝しなければなりません。神権
についてそれほどめったに考えないよ
うであれば，変わる必要があります。

2.	わたしたちは仕える必要があります。
神権を持つことの本質は，他の人々に
仕えることにより「自分の召しを尊んで
大いなるものとする」ことです（教義と
聖約 84：33 参照）。妻子に仕えるとい
う最も重要な義務を避けること，教会
における召しを受け入れないことや積
極的に果たさないこと，あるいは都合

がつかない限り他の人々を気遣わない
ことが，自分のあるべき姿であってはな
りません。救い主はこう述べておられ
ます。「心をつくし，精神をつくし，思
いをつくして，主なるあなたの神を愛せ
よ。」（マタイ22：37）そしてさらにこう
加えられました。「あなたはわたしを
愛するならば，わたしに仕え……るべ
きである。」（教義と聖約 42：29）利己
心は神権の責任と対照を成すもので
す。もしもそれが自分の人格の特性で
あれば，変わる必要があります。

3.	わたしたちはふさわしくある必要があり
ます。わたしにはジェフリー・R・ホラ
ンド長老のような能力がないかもしれ
ません。数年前の神権部会でホランド
長老はこう語っています。「わたしは皆
さんの目の前に立ち，鼻と鼻を突き合
わせ，皆さんのまゆ毛を焦がさんばか
りの勢いで皆さんをたきつけます。」

（「戦い止むまで」『リアホナ』2011 年
11 月号，45）しかし，愛する兄弟の皆
さん，世の中で一般に受け入れられて
いる慣習が神権におけるわたしたちの
力をどれほど制限するものであるかを
自覚する必要があります。どのような
形であれポルノグラフィーや純潔の喪
失や不正直に興味本位で手を出し，そ
れが自分と家族に良くない影響を及ぼ
すことはないと考えるとすれば，わたし
たちは欺かれています。モロナイはこう
述べています。「あなたがたは，ふさわ

しい状態ですべてのことを……行うよ
うにしなさい」（モルモン 9：29）主は
力強くこう命じておられます。「わたし
は，今あなたがたに一つの戒めを与え
る。自分自身について気をつけ，永遠
の命の言葉を熱心に心に留めるように
しなさい。」（教義と聖約 84：43）もし
何か未解決の罪があって自分がふさわ
しい者となっていなければ，変わる必
要があります。

「あなたがたはどのような人物であるべ
きか」というイエス・キリストからの問い
かけに対する唯一の完全な返答は，イエ
ス・キリスト御自身が簡潔かつ深遠に述べ
られた，「わたしのようでなければならな
い」というもので す（3 ニーファイ27：
27）。「キリストのもとに来て，キリストに
よって完全になりなさい」という招きは

（モロナイ10：32），わたしたちに変わるこ
とを求めるとともに，変わることを期待し
ています。幸いにも，主はわたしたちをほ
うってはおかれません。「もし人がわたし
のもとに来るならば，わたしは彼らに各々
の弱さを示そう。……（その後）わたしは
彼らの弱さを強さに変えよう。」（エテル
12：27）救い主の贖罪に頼れば，わたし
たちは変わることができるのです。このこ
とは確かです。イエス・キリストの御

み

名
な

に
より，アーメン。■


